






 

 1-44

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.5-8 貯水池内巡視図（陸上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.5-9 貯水池内巡視図（水上） 

本川管理区域

信楽川管理区域

大石川管理区域

・巡　視　ル　ー　ト
・自動車による巡視
・徒　歩　巡　視

田原川管理区域

（非洪水期）水上巡視区域

（洪水期）水上巡視区域

●（非洪水期）水上巡視区域より上流は湖底に岩が多いため水上巡視区域から外す。
●（洪水期）水上巡視区域より上流は浅瀬のため水上巡視区域から外す。
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1.5.2. 総合点検結果 

天ヶ瀬ダムでは、定期的な点検の他に、昭和 61 年度に総合点検を実施している。総合

点検結果は、以下に示すとおりである。また、カルテを p.1-46～47 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 天ケ瀬ダムは昭和 39 年の竣工以来 22 年を経過しているが、観測データ解析結果なら

びに現地点検結果からは、安全性を脅かすような異常も特になく第 3 期の安定状態にあ

るものと判断される。但し、左岸下流地山の動きについては今後問題となる可能性もあ

り、留意する必要がある。なおその他に幾つか問題点はあるものの①既に対策が計画さ

れているもの、②計器・機器等の補修・更新、③美観上の理由による補修・新設などで

あり、ダムの安全性に直接かかわる緊急度の高いものではない。 
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 出典：1-25
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出典：1-25
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1.5.3. 兵庫県南部地震後の臨時点検結果 

 天ヶ瀬ダムでは、ダム完成後に経験した最も大きな地震である平成 7 年 1 月発生の兵

庫県南部地震時において、地震後に実施した臨時点検の結果を、「淀川大堰・加古川大

堰・天ヶ瀬ダム臨時点検委員会」に諮っている。地震の概要及び臨時点検の概要は以下

に示すとおりである。 

 

【地震の概要】 

 1995 年 1 月 17 日午前 5 時 46 分、兵庫県淡路島北端付近を震源とするマグニチュー

ド M=7.2 の平成 7 年兵庫県南部地震」が発生し、震源地から天ケ瀬ダムまでおよそ 80km

程度であり、天ケ瀬ダムの震度は下記の兵庫県南部地震震度分布図から 5 程度であっ

たとされる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.5-10 兵庫県南部地震震度分布図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.5-11 震央図 出典：1-22
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天ケ瀬ダムの地震計の記録を表 1.5-1 に示す。基盤部でダム軸方向 95gal、堤頂部

で上下流方向 193gal の加速度が記録されており、ダム完成後経験した最も大きな地

震となっている。 

表 1.5-1 地震記録 

 

 

 

【臨時点検結果の概要】 

 臨時点検結果の概要を表 1.5-2 に示す。臨時点検結果については、「淀川大堰・加

古川大堰・天ヶ瀬ダム臨時点検委員会」において、「地震の影響については特に大き

な問題はない」ことが確認されている。 

表 1.5-2 臨時点検結果の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：1-22

観測場所 堤体天端（標高82m） 標高59m地点 標高18m地点

加速度

（gal）
上下流方向 ダム軸方向 鉛直方向 上下流方向 ダム軸方向 鉛直方向 上下流方向 ダム軸方向 鉛直方向

193 129 120 122 134 45 43 95 24

観測場所 堤体天端（標高82m） 標高59m地点 標高18m地点

加速度

（gal）
上下流方向 ダム軸方向 鉛直方向 上下流方向 ダム軸方向 鉛直方向 上下流方向 ダム軸方向 鉛直方向

193 129 120 122 134 45 43 95 24

漏水量 兵庫県南部地震後、若干の増加したが、その値は過去（1973年～1994年）の安定した時期の同一貯水位における量と比較して同程度の値であり、
また地震発生1ヵ月後の量を見ると徐々に減少して安定に向かっている。

揚圧力 兵庫県南部地震後、若干の増加を見た。しかしこれらの値は、過去に経験した揚圧力の範囲内にあり、さらに1ヶ月後には減少して漏水量も減少
していることから、特に問題はないと判断される。

変形 今回の地震によって一部の測定値に変位の不連続性が観測された。しかし、これは地震によってダム堤体に異常が生じたために生じたものとは
考えにくく、測定計器の特性または、オイル等の劣化に起因すると考えられる。

ダム堤体 堤体下流面のヘアクラックは温度収縮または乾燥収縮によるクラックと考えられる。

洪水吐き 地震時に観察された下流の水叩き部のブロック打継目からの噴出物は、減勢池内の水中に含まれている浮遊物が打継目に溜まり、これが地震
時の振動の影響で浮遊したものと考えられ、ダムの安全性とは関係ないものと判断される。

周辺地山 ダム管理上、特に問題となるようなものはないと判断される。

管理設備 電気通信設備、受変電設備、発動発電設備、ゲート電気設備に異常は認められなかったので、以後の運用に関しては問題がないと判断される。

主ゲート 異常は認められなかったので、以後の運用に関しては問題がないと判断される。

クレストゲート 異常は認められなかったので、以後の運用に関しては問題がないと判断される。

漏水量 兵庫県南部地震後、若干の増加したが、その値は過去（1973年～1994年）の安定した時期の同一貯水位における量と比較して同程度の値であり、
また地震発生1ヵ月後の量を見ると徐々に減少して安定に向かっている。

揚圧力 兵庫県南部地震後、若干の増加を見た。しかしこれらの値は、過去に経験した揚圧力の範囲内にあり、さらに1ヶ月後には減少して漏水量も減少
していることから、特に問題はないと判断される。

変形 今回の地震によって一部の測定値に変位の不連続性が観測された。しかし、これは地震によってダム堤体に異常が生じたために生じたものとは
考えにくく、測定計器の特性または、オイル等の劣化に起因すると考えられる。

ダム堤体 堤体下流面のヘアクラックは温度収縮または乾燥収縮によるクラックと考えられる。

洪水吐き 地震時に観察された下流の水叩き部のブロック打継目からの噴出物は、減勢池内の水中に含まれている浮遊物が打継目に溜まり、これが地震
時の振動の影響で浮遊したものと考えられ、ダムの安全性とは関係ないものと判断される。

周辺地山 ダム管理上、特に問題となるようなものはないと判断される。

管理設備 電気通信設備、受変電設備、発動発電設備、ゲート電気設備に異常は認められなかったので、以後の運用に関しては問題がないと判断される。

主ゲート 異常は認められなかったので、以後の運用に関しては問題がないと判断される。

クレストゲート 異常は認められなかったので、以後の運用に関しては問題がないと判断される。
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1.5.4. 出水時等の管理 

 

(1)出水時 

天ヶ瀬ダムにおいては、出水時の管理は、以下のとおり行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天ヶ瀬ダム放流に伴い、ダム下流の河川の状況の把握や河川に入っている人達への注意

と警報を目的として、警報連絡車による下流巡視を、放流の前に行っている。巡視は、通

常天ヶ瀬ダムから宇治川に沿って木津川、桂川の三川合流点まで行っているが、放流量や

放流量変更量によっては、その影響のある範囲までを行っている。 

ダムから放流量が186m3/s以下の場合には天ヶ瀬ダムから下流約8kmの観月橋地点まで、

187～840m3/sの場合にはさらに下流約8kmの三川合流点まで巡視を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1.5-12 天ヶ瀬ダム放流に伴う河川巡視経路 

天ヶ瀬ダム放流に伴う河川巡視経路

2km

   巡視経路 

   ①コース 
①

①

①

①

京都地方気象台又は彦根地方気象台から降雨に関する注意報又は警報が発せられた時

は、洪水警戒体制を執る。また、天ヶ瀬ダム操作細則第3条第1項により、洪水警戒体制を

執ることができる。 

淀川ダム統合管理事務所長は、洪水期において、気象、水象、その他の状況により必要

があると認めた場合には洪水に達しない流水についても調節ができる。 

淀川ダム統合管理事務所長は、洪水警戒体制を執った時は、直ちに、以下の措置を執る。

・近畿地方整備局、発電所、その他関係機関との連絡、気象および水象に関する観測並

びに情報の収集を密にすること。 

・ゲート並びにゲート操作に必要な機器及び器具の点検及び整備、予備電源設備の試運

転その他ダムの操作に必要な措置。 
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表 1.5-3 天ヶ瀬ダム放流に伴う河川巡視経路表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)水質異常時 

直轄管理区間又は上流域の河川に油等有害物質が流れ込むなどの事故が発生した場合、

規模や原因物質、流達時間等を把握するために巡視を行い、必要な項目について観測を行

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.5-11 水質異常時の河川巡視位置 

 

 

2km

   巡視地点 

流量による 増減量による 警　報　放　送 巡視警告経路

区分（ｍ
3
/s） 区分（ｍ

3
/s） 警報時刻 警報回数 警報区域 経　　路 記号

 ±31～±60 ｹﾞｰﾄ操作   天ヶ瀬ﾀﾞﾑからJR鉄橋まで

　186以下  ±60～±90 30分前 1回以上  天ヶ瀬ﾀﾞﾑから大曲まで  ①コース

 ±91　　以上   天ヶ瀬ﾀﾞﾑから向島まで

 

　187～840  ±31　　以上 ｹﾞｰﾄ操作 1回以上  天ヶ瀬ﾀﾞﾑから三川合流まで  すべての

30分前   コース

　※　ただし、流量による区分は、増量時には放流後の流量を、減量時には放流前の流量を基準とする。

支所→宇治橋→隠元橋→観月橋

→隠元橋→宇治橋→支所

支所→宇治川大橋→淀大橋→

御幸橋→林ノ元→御幸橋→

淀大橋→宇治川大橋→支所

右岸 右岸 右岸

左岸 左岸 左岸

右岸 左岸 左岸

左岸 左岸

右岸 左岸
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(3)地震時における天ヶ瀬ダム貯水池巡視 

震度４以上の地震が発生した場合には、ダム本体、取付部周辺地山、放流設備等の臨時

点検を行っている。 

 また、地震発生後、護岸や貯水池周辺法面の崩壊及び橋梁等許可工作物の被害等の状況

を調査するため巡視を行っている。 

 

注 ： 府道通行止めの場合、巡視船で巡視を行う

地震時における天ヶ瀬ダム貯水池巡視経路

 

図 1.5-10 地震時における巡視経路 

 

2km

   巡視経路
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1.5.5. 天ヶ瀬ダム再開発事業 

 天ヶ瀬ダムにおいては、ダムサイトの左岸側にトンネル式放流設備を設ける天ヶ瀬ダム

再開発事業が進められている。 

 天ヶ瀬ダム再開発事業は、宇治川・淀川の洪水調節のために最低水位時に最大 1,140m3/s

と琵琶湖後期放流に必要な発電最低水位時に最大 1,500m3/s の放流能力を確保するととも

に、京都府の水道用水の確保、発電能力の増強を目的としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典：1-25
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1.6. 文献リスト 

表 1.6-1 事業概要に使用した文献・資料リスト 

 

No. 報告書またはデータ名 発行者 発行年月 箇所 

1-1 流域概要図 
淀川ダム 統 合

管理事務所 

 流域の概要 

1-2 中部・近畿地方鳥瞰図 国土地理院 昭和 58 年 3 月 流域の概要 

1-3 近畿地方土木地質図（S=1/20 万） 

近畿地方 土 木

地質図編 集 委

員会 

昭和 56 年 流域の概要 

1-4 現況植生図 国土地理院  流域の概要 

1-5 パンフレット「琵琶湖・淀川」 
国土交通 省 近

畿地方整備局 

平成 14 年 流域の概要 

1-6 ダム管理年報 
淀川ダム 統 合

管理事務所 

昭和 40～平成 21

年 

管理事業等の概要 

1-7 気温、降水量 
気象庁 昭和 40～平成 21

年 

流域の概要 

1-8 ダム管理月報 
淀川ダム 統 合

管理事務所 

昭和 40～平成 21

年 

流域の概要 

1-9 人口・世帯・産業就業人口 

京都府統 計 年

鑑・滋賀県統計

年鑑 

昭 和 30,35,40, 

45,50,55,60 年 

平成 2,7,12,20 年 

流域の概要 

1-10 淀川百年史 
建設省近 畿 地

方建設局 

昭和 49 年 10 月 治水と利水の歴史 

1-11 
パンフレット「雨と水とダムとくら

し」 

淀川ダム 統 合

管理事務所 

平成 18 年 3 月 治水と利水の歴史 

1-12 新聞記事 大阪新聞 昭和 59 年 10 月 8 日 治水と利水の歴史 

1-13 
パンフレット「天ヶ瀬ダム 30 年の

あゆみ」 

淀川ダム 統 合

管理事務所 

平成 7 年 9 月 治水と利水の歴史，

ダム建設事業の概

要 

1-14 新聞記事 大阪新聞 昭和 28 年 9 月 26 日 治水と利水の歴史 

1-15 パンフレット「宇治川大水害」 宇治市 平成 18 年 3 月 治水と利水の歴史 

1-16 琵琶湖流出量月表 
琵琶湖河 川 事

務所 

平成 18 年～平成

21 年 

管理事業等の概要 

1-17 直轄堰堤維持費実施計画調書 
国土交通 省 近

畿地方整備局 

平成 18～21 年 管理事業等の概要 

1-18 水辺の国勢調査（ダム湖版） 
淀川ダム 統 合

管理事務所 

平成 3,6,9,12,15, 

18,21 年 

管理事業等の概要 

1-19 
高浜流量，瀬田川洗堰放流量，琵琶

湖水位 

国土交通 省 近

畿地方整備局 

昭和 39～平成 21

年 

管理事業等の概要 

1-20 滋賀の植生と植物 
サブライ出版 

小林主介編著 

平成 10 年 3 月 流域の概要 

1-21 淀川水系河川整備計画 
国土交通 省 近

畿地方整備局 

平成 19 年 8 月 淀川の治水と利水

の歴史 

1-22 
平成6年度天ケ瀬ダム臨時点検評価

業務 

淀川ダム 統 合

管理事務所 
平成 7 年 5 月 管理事業等の概要 

1-23 天ヶ瀬ダム再開発事業 
琵琶湖河 川 事

務所 
 

天ヶ瀬ダム再開発

事業 

1-24 
天ヶ瀬ダム低周波音測定業務報告

書 

淀川ダム 統 合

管理事務所 

平成 20 年 3 月 天ヶ瀬ダムの特徴 

1-25 
昭和 61 年度天ヶ瀬ダム総合点検評

価業務報告書 

淀川ダム 統 合

管理事務所 

昭和 62 年 1 月 管理事業等の概要 

1-26 堤体変位等測定一覧表 
淀川ダム 統 合

管理事務所 

平成 6～21 年 管理事業等の概要 




